
丹
後
・
安
房
二
国
設
置
に
つ
い
て

丸

茂

武

重

七
一
三
年
(
和
銅
六
年
)
丹
波
国
の
四
郡
を
割
い
て
奥
丹
後
半
島
に
丹
後
国
が
設
置
さ
れ
た
。
丹
後
に
対
し
て
丹
波
を
丹
波
前
国
と
称

し
た
乙
と
は
七
二
六
年
(
神
亀
一
二
年
)
の
「
山
背
国
愛
宕
郡
出
雲
郷
雲
下
里
計
帳
」
に
『
丹
波
前
国
多
貴
郡
』
と
あ
る
。
丹
波
は
旦
波
と

丹後・安房二国設置について

も
か
か
れ
て
い
る
。
明
日
香
養
護
学
校
出
土
木
簡
に
『
丹
波
国
多
貴
評
』
と
あ
る
。

七
一
八
年
(
養
老
二
年
)
上
総
閏
の
四
郡
を
割
い
て
安
房
国
が
設
置
さ
れ
、
七
二
四
年
(
神
亀
元
年
)
以
降
、
関
東
地
方
を
坂
東
八
国

と
称
し
た
。

丹
波
国
の
面
積
は
一
一
一
了
五
方
里
で
あ
る
の
に
対
し
て
丹
後
国
は
コ
二
・
二
方
里
、
上
総
国
は
一
四
一
・
四
方
里
で
あ
る
の
に
対
し

て
安
房
閏
は
一
二
五
方
里
で
あ
る
。
乙
の
一
一
国
が
分
離
さ
れ
て
一
つ
の
令
制
国
と
し
て
設
置
さ
れ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
が
研
究
課
題
で

あ
る
。
丹
後
国
が
属
す
る
山
陰
道
、
安
一
房
国
が
入
る
坂
東
八
田
の
面
積
を
示
し
た
も
の
が
、
表
1
、
表
2
で
あ
る
。
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島
弧
で
あ
る
日
本
列
島
は
水
平
肢
節
に
富
み
、
丹
後
・
安
房
二
国
の
ほ
か
表
3
に
一
示
す
い
わ
ゆ
る
半
島
国
が
あ
っ
た
。
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表

山
陰
道
の
国
別
面
積
と
田
積

隠石出伯因但丹丹

岐見雲者幡馬後波

国国国国国国国国

方
一一 一 一

二三七 O 四三三一
ニニ O 七九八一二

国

三三四 O 三六二五|

回

一
四九八七七四 O 積-・・.・・・

五八四一九五七六
八八三六一五五六

町
五回三一四五六六

奥
丹
後
半
島

表
2 

坂
東
八
国
の
国
別
面
積
と
国
積

下上常安上下武相

野野陸房総総蔵模

国国国国国国国国

方
四五三 一一四一
- 0 三三四八 O ー
九九 O 五一四八六

呈

一五 o0 四六二 ~I

閏

三三四 二二三一
000四二六五一 積

一九 O 三八四五二
五三九三四三七三

町|五七二五六二四六

丹
後
国
は
丹
後
山
地
を
主
体
と
し
、
舞
福
山
地
の
一
部
が
入
っ
て
い
る
。

〈
丹
後
山
地
は
若
丹
山
地
、
摂
丹
山
地
の
北
西
に
あ
り
、
奥
丹
後
半
島
と
そ
の
付
近
の
山
地
を
ふ
く
む
。
大
江
山
(
八
三
三
三

m
)
三

岳
山
(
八
三
九

m
)
を
最
高
と
し
た
山
地
で
主
と
し
て
花
商
岩
よ
り
な
り
(
略
)
郷
村
お
よ
び
山
田
の
両
断
層
に
ほ
と
ん
ど
平
行
な
る
断

丹
後
山
地
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
(
文
献

2
Y

層
構
造
が
あ
っ
て
多
数
の
地
塊
に
分
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
〉
(
文
献

1
1



表
3 

西北 東

道

海陸 海

薩大能伊志

国

摩隅登豆摩

方

一一一
六 O 二 O ー
二六三四四

里
八三 O 七四

回

四四八二
積

八O 八 O 一一o .二 f、、
o 0 五 O 四 、町ーノ

丹後・安房二国設置について133 

1 

丹
後
山
地
は
由
良
川
河
口
か
ら
大
江
山
西
縁
を
結
ぶ
線
と
、
円
山

川
の
聞
に
北
東
か
ら
西
南
に
広
が
り
奥
丹
後
半
島
の
骨
組
と
な
っ
て

い
る
。

2 

山
地
標
高
は
四
O
O
i六
O
O
の
山
頂
や
山
腹
に
緩
斜
面
や
小
起

3 
伏
面
の
地
形
を
残
し
丹
波
平
原
に
対
比
さ
れ
る
。

か

や

丹
後
山
地
の
な
か
に
、
峰
山
・
加
悦
・
網
野
・
久
美
浜
な
ど
の
小

盆
地
が
あ
る
。

4 

奥
丹
後
半
島
の
付
け
根
を
北
西
|
南
東
に
延
び
る
竹
野
川
に
よ
っ

て
排
水
さ
れ
、
河
岸
段
丘
が
あ
る
。

5 

奥
丹
後
半
島
の
海
岸
、
大
江
山
の
東
西
両
側
に
は
小
起
伏
面
を
切

る
断
層
地
形
が
あ
る
。

奥
丹
後
半
島
、
房
総
半
島
南
部
に
は
海
成
段
丘
が
発
達
し
て
い

る
が
、
奥
丹
後
半
島
は

B
様
式
、
房
総
半
島
南
部
は

D
様
式
で

あ
る
。

B
様
式
と
は
、
旧
汀
線
高
度
が
不
連
続
的
に
変
化
し
断

層
で
壊
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

D
様
式
と
は
岬
の
先
端
で

も
っ
と
も
高
く
、
内
陸
に
向
っ
て
著
し
い
傾
動
を
示
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
(
文
献

3
Y
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文
献
1

文
献
2

文
献
3

地
形
区
・
岩
波
講
座
・
地
理
篇
(
昭
和
九
年
刊
)

日
本
地
誌
十
四
巻
京
都
府
(
一
九
七
三
年
二
宮
書
居
刊
)

太
田
陽
子
・
成
瀬
洋
氏
「
日
本
の
海
成
段
丘
」
(
「
日
本
の
自
然
」
所
収
昭
和
五
十
五
年
岩
波
刊
)

房
総
半
島

半
島
北
部
は
下
総
合
地
、

そ
の
西
緩
か
ら
南
部
に
東
京
湾
沿
岸
平
野
、
下
総
合
地
東
部
が
九
十
九
里
浜
平
野
、
台
地
北
縁
が
利
根
川
低

地
、
北
西
縁
が
江
戸
川
低
地
で
あ
り
、
半
島
南
部
が
房
総
正
陵
で
あ
る
。
房
総
丘
陵
か
ら
下
総
合
地
に
向
っ
て
標
高
が
低
下
し
て
い
る

(
文
献
1
)
。

八
一
総
半
島
の
尖
端
部
は
第
三
紀
層
よ
り
な
る
低
起
伏
の
山
地
が
あ
り
、
傾
斜
地
塊
・
地
塁
・
地
溝
の
集
合
体
で
あ
る
〉
(
文
献
2
〉

乙
の
低
起
伏
山
地
は
房
総
正
陵
と
よ
ば
れ
、
北
部
の
上
総
正
陵
と
安
房
正
陵
か
ら
な
る
。
上
総
正
陵
は
北
西
に
対
し
て
緩
傾
斜
を
な
し

丹後・安房二国設置について

養
老
・
小
橿
・
小
糸
の
コ
一
河
川
が
流
れ
て
東
京
湾
沿
岸
平
野
を
堆
積
し
、
木
更
津
を
中
心
と
し
て
古
墳
文
化
が
形
成
さ
れ
た
。
南
東
に
対

し
て
は
急
傾
斜
で
あ
る
。
上
総
正
陵
と
安
房
一
正
陵
の
接
す
る
地
帯
が
上
総
・
安
房
の
国
境
と
さ
れ
る
。
安
房
正
陵
北
部
は
地
塁
と
傾
動
地

塊
で
あ
り
、
南
部
は
東
西
性
の
摺
曲
線
を
も
っ
地
層
を
切
っ
て
侵
食
面
が
発
達
し
て
い
る
(
文
献

1
1

房
総
半
島
に
お
け
る
古
墳
と
国
造
に
つ
い
て
は
滝
田
寿
陽
氏
の
研
究
が
あ
り
(
文
献
3
)
、
安
房
園
の
式
内
社
の
実
地
に
つ
い
て
は
神

尾
明
正
氏
が
安
房
国
は
鋸
山
|
清
澄
山
以
南
と
し
、
式
内
社
は
南
の
朝
夷
郡
(
四
座
)
、
安
房
郡
(
二
座
)
で
あ
り
、
祭
担
遺
跡
も
北
の

平
群
・
長
狭
郡
に
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
(
文
献
4
)
。
平
城
宮
出
土
木
簡
に
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上
総
朝
夷
郡
健
田
郷
戸
主
額
田
部
小
君
戸
口
矢
作
部
林
調
鍍
六
升

と
あ
り
、
健
田
郷
の
地
点
は
明
確
で
は
な
い
が
、
館
山
南
部
山
地
帯
の
東
麓
と
愛
宕
山
地
帯
の
南
麓
の
千
倉
町
付
近
と
さ
れ
、
方
形
局
溝
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墓
が
発
見
さ
れ
た
(
文
献

5
1

文
献
1

文
献
2

文
献
3

文
献
4

文
献
5

日
本
地
誌
八
巻
千
葉
県
(
一
九
六
七
年
二
宮
書
庖
刊
)

地
形
区
・
岩
波
講
座
・
地
理
篇
(
昭
和
九
年
刊
)

滝
田
寿
陽
氏
「
五
世
紀
に
お
け
る
房
総
の
一
考
察
」
(
日
本
古
代
史
論
叢
所
収
・
昭
和
四
十
五
年
・
同
書
刊
行
会
刊
〉

神
尾
明
正
氏
「
古
代
祭
杷
遺
跡
に
み
ら
れ
る
安
房
国
の
地
域
性
」
(
一
九
七
六
年
・
千
葉
大
学
教
養
学
部
研
究
報
告

B
1
9
)

玉
日
時
雄
氏
コ
房
総
半
島
南
部
に
お
け
る
弥
生
時
代
文
化
の
研
究
」

志
摩
半
島

紀
伊
山
地
東
端
に
位
置
し
、
志
摩
国
の
北
西
部
は
標
高
二

O
O
l三
O
O
の
山
地
で
あ
る
が
、
南
東
部
は
隆
起
海
食
台
地
で
あ
る
。
山

地
か
ら
流
出
す
る
小
河
川
が
海
食
台
地
を
刻
ん
で
小
規
模
の
谷
群
と
な
り
、
出
水
し
て
リ
ア
ス
式
海
岸
と
な
り
、
海
食
台
地
の
一
部
は
小

島
興
群
と
な
っ
て
い
る
(
文
献

1
1
志
摩
国
設
置
年
代
は
六
九
二
年
(
持
続
紀
六
年
三
月
)
に
、
伊
賀
・
伊
勢
・
志
摩
の
国
造
に
冠
位

を
賜
っ
て
い
る
。
志
摩
が
国
と
し
て
設
置
さ
れ
た
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
初
期
に
お
い
て
は
、
国
の
範
囲
は
広
く
、
西
は
紀
伊
国
牟
婁

郡
に
お
よ
ん
で
い
た
。
志
摩
が
令
制
固
と
し
て
設
置
さ
れ
た
の
は
漁
業
、
海
産
物
の
産
地
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
年
貢
御
賛
は
伊
勢
・

伊
賀
・
近
江
三
国
の
駅
伝
に
よ
っ
て
進
貢
さ
れ
た
(
文
献
2
)
。

伊
豆
半
島

半
島
東
部
は
箱
根
・
天
城
火
山
地
域
、
西
部
は
達
摩
・
猫
子
の
古
火
山
体
で
あ
り
、
海
岸
線
は
単
調
で
海
岸
平
野
は
発
達
せ
ず
、
狩
野

川
流
域
に
狭
小
な
沖
積
平
野
が
み
ら
れ
る
。
狩
野
川
は
鷲
頭
山
塊
(
最
高
三
九
二

m
)
に
よ
っ
て
駿
河
湾
と
隔
て
ら
れ
、

一二

O
O年
頃



に
は
現
流
路
よ
り
も
東
方
を
流
れ
て
い
た
。
狩
野
川
流
域
に
つ
い
て
は
多
田
文
男
氏
の
研
究
が
あ
る
(
文
献

3
1

伊
豆
国
設
置
年
代
は
六
八

O
年
(
天
武
九
年
)
に
駿
河
国
の
二
郡
を
割
い
て
国
と
し
た
と
「
扶
桑
略
記
」
に
あ
る
。
伊
豆
園
は
安
房
・

常
陸
・
佐
渡
・
隠
岐
・
土
佐
と
と
も
に
遠
流
の
地
で
あ
り
、
中
路
・
東
海
道
に
よ
っ
て
都
と
結
ぼ
れ
て
い
た
が
、
八
四

O
年
(
承
和
七
年
)

に
駿
河
国
永
蔵
駅
家
を
田
方
郡
に
移
し
(
「
続
紀
」
)
、
八
六
四
年
(
貞
観
六
年
)
に
は
駿
河
郡
三
駅
二
伝
と
し
て
横
走
・
永
倉
・
柏
原
と

あ
る
の
で
(
「
三
代
実
録
」
)
永
蔵
(
倉
)
駅
が
一
時
期
に
狩
野
川
流
域
の
田
方
郡
に
移
さ
れ
た
と
も
推
定
さ
れ
る
。
伝
と
は
伝
馬
で
あ
る
。

文
献
1

文
献
2

文
献
3

辻
村
太
郎
氏
「
日
本
地
形
誌
」
(
昭
和
四
年
・
古
今
書
院
刊
〉

弥
永
貞
三
氏
「
古
代
志
摩
国
と
そ
の
条
里
」
(
名
古
屋
大
学
・
日
本
史
論
集
上
巻
所
収
・
昭
和
五
十
年
吉
川
弘
文
館
刊
)

多
国
文
男
氏
「
自
然
環
境
の
変
貌
」
(
一
九
六
四
年
・
東
大
出
版
会
刊
)

能
登
半
島

丹後・安房二国設置について

半
島
北
部
は
標
高
一

O
O
l三
O
O
m
の
正
陵
で
あ
り
、
最
高
点
は
五
六
七

m
の
高
洲
山
で
あ
る
。
正
陵
に
は
侵
食
平
坦
面
が
分
布

し
、
北
西
側
は
急
傾
斜
、
南
東
側
は
緩
傾
斜
で
あ
り
、
海
岸
段
丘
は
狭
小
で
あ
る
。

越
海
と
よ
ば
れ
た
日
本
海
は
北
海
と
も
称
し
た
乙
と
は
八
九
四
年
(
寛
平
二
年
)
に
能
登
国
を
『
本
国
独
出
北
海
』
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
能
登
国
は
七
一
八
年
に
越
前
国
の
羽
咋
・
能
登
・
鳳
至
・
珠
州
の
四
郡
を
割
い
て
設
置
さ
れ
た
。
半
島
南
部
は
宝
達
山
(
六
三
七

m
)
を
中
心
と
す
る
宝
達
正
陵
で
、
沖
積
面
は
東
西
約
二
五
回
、
幅
約
五
回
の
邑
知
潟
地
溝
帯
に
分
布
し
て
い
る
。
乙
の
地
溝
帯
の
ほ
ぼ

137 

中
間
地
点
に
あ
る
鹿
島
郡
寄
屋
町
字
瀬
戸
に
能
登
軍
団
に
推
定
さ
れ
て
い
る
遺
跡
が
あ
る
。
軍
団
推
定
地
は
瀬
戸
部
落
に
近
い
丘
陵
上
に

階
段
状
に
営
れ
て
い
る
。
軍
団
の
規
模
に
つ
い
て
は
「
箪
防
令
」
に
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凡
宣
団
。
各
置
鼓
一
一
面
、
大
角
一
一
口
、
少
角
四
口
五
二
塁
王
分
番
教
習
。
倉
庫
開
討
論
静
官
官
。

揖
壌
漬
一
一
修
理
一
者
。
十
月
以
後
。
聴
ν
役
一
一
兵
士
吋
(
令
義
解
軍
防
令
)

と
あ
り
、
精
塩
を
貯
え
る
倉
と
武
器
を
収
納
す
る
庫
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
他
、
軍
毅
・
校
尉
・
軍
団
の
記
録
会
計
を
管
掌
す
る
主
帳
の
官

舎
と
兵
士
の
居
舎
が
あ
っ
た
。
圏
内
の
軍
事
施
設
と
し
て
は
蜂
と
成
が
あ
っ
た
。

凡
霞
ν
燦
皆
相
去
加
里
。
若
有
吉
一
山
崩
隔
絶
、
演
-
選
v
使
安
置
一
者
。
但
使
v
得
ニ
相
照
見
吋
不
三
必
要
限
ニ
山
里
吋
(
軍
防
令
)

戊
は
辺
境
守
備
の
た
め
に
兵
士
を
屯
営
さ
せ
た
場
所
で
、
七

O
二
年
に
国
内
要
害
の
地
に
柵
を
建
て
戊
を
置
い
て
守
る
と
あ
り
(
続
紀
・

大
宝
二
年
)
、
七
二
八
年
に
は
豊
後
・
伊
予
の
海
岸
に
成
を
置
い
て
往
還
を
禁
じ
た
と
あ
る
(
続
紀
・
霊
亀
二
年
五
月
条
)
。
「
出
雲
国
風

土
記
」
に
は
軍
国
三
、
燦
五
、
戊
二
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
能
登
国
の
み
で
な
く
軍
団
、
峰
、
成
の
遺
跡
を
調
査
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

大
隅
・
薩
摩
半
島

太
宰
府
の
所
在
地
筑
紫
平
野
と
は
九
州
山
地
に
よ
っ
て
隔
絶
し
て
い
た
大
隅
・
薩
摩
半
島
に
令
制
国
が
設
置
さ
れ
た
の
は
八
世
紀
初
期

で
あ
っ
た
。

九
州
山
地
は
臼
杵
八
代
線
以
南
で
標
高
一
、
五

O
O
m
級
の
山
地
が
東
西
に
連
り
、

乙
の
外
帯
山
地
の
東
海
岸
に
宮
崎
平
野
が
あ
る
。

旦
同
国
の
設
置
年
代
は
明
確
で
な
い
。
九
州
山
地
の
南
縁
が
南
九
州
火
山
地
域
で
、
火
山
砕
層
岩
か
ら
な
る
台
地
が
多
い
。
大
隅
半
島
西

部
は
標
高
一
、
二

O
O
m
級
の
高
隈
山
地
、
志
布
志
湾
か
ら
半
島
南
部
は
九

O
O
m
級
の
肝
属
山
地
で
あ
る
が
と
も
に
急
峻
で
あ
り
、
半

島
基
部
の
国
分
平
野
、
肝
属
平
野
は
狭
小
で
あ
り
、
多
く
は
シ
ラ
ス
台
地
で
あ
る
。
薩
摩
半
島
北
部
は
紫
尾
山
(
一
、

O
六
七

m
)
を
中

心
と
す
る
急
峻
な
出
水
山
地
、
南
部
は
南
薩
山
地
で
あ
り
、
川
内
平
野
の
ほ
か
平
野
は
な
く
、
と
く
に
鹿
児
島
湾
に
は
枕
降
・
断
層
海
岸



が
顕
著
で
あ
る
(
文
献
1
)
。

大
隅
半
島
の
最
南
端
佐
多
岬
は
北
緯
三
十
一
度
で
あ
り
、
三
十
一
度
i
三
十
度
に
種
子
島
、
屋
久
島
、
一
二
十
度
に
吐
喝
刑
諸
島
、
二
十

こ
れ
ら
の
諸
島
を
南
嶋
と
称
し
た
。
南
嶋
の
名
称
は
六
九
八
年
(
文
武
紀
二
年
)
が
文
献

上
の
初
見
で
あ
り
、
版
図
の
拡
大
と
遣
唐
使
の
航
路
開
発
を
目
的
と
し
て
覚
園
使
と
し
て
文
忌
寸
等
八
名
を
南
嶋
に
派
遣
し
た
。

多
撤
・
夜
久
・
番
美
・
度
感
人
来
朝
。

ジ

ガ

キ

南
嶋
・
奄
美
・
信
覚
・
球
美
人
五
十
名
来
朝
。

九
度
l
二
十
七
度
の
聞
に
奄
美
諸
島
が
あ
り
、

六
九
九
年

七
一
四
年

七
一
五
年

南
嶋
・
奄
美
・
夜
久
・
度
感
・
信
覚
・
球
美
人
来
朝
。

七
二

O
年
(
養
老
四
年
)
に
南
嶋
人
二
百
三
十
二
人
、
七
二
七
年
(
神
亀
四
年
)
に
南
嶋
人
百
三
十
二
人
に
位
階
を
授
け
た
。
多
撤
H

種
子
島
、
夜
久
リ
屋
久
島
で
あ
る
が
、
度
感
は
徳
之
島
、
信
覚
は
石
垣
島
、
球
美
は
久
米
島
と
さ
れ
て
い
る
。
多
祢
島
人
は
六
七
七
年

丹後・安房二国設置について

(
文
武
紀
六
年
)
に
飛
鳥
の
都
に
来
て
お
り
、
六
八
一
年
に
は
『
多
祢
の
園
、
京
を
去
る
乙
と
五
千
余
里
、
筑
紫
の
南
の
海
中
に
あ
り
』

と
文
武
紀
十
年
条
に
記
載
さ
れ
、
六
八
三
年
、
六
九
五
年
に
多
糊
に
使
者
を
派
遣
し
て
い
る
。

七
O
O年
(
文
武
紀
四
年
)
に
薩
末
比
貰
・
久
貰
・
波
豆
、
衣
評
督
衣
君
臨
・
助
督
衣
君
豆
自
美
・
肝
衝
難
波
が
叛
乱
を
起
し
、
そ
の

征
討
を
竺
志
総
領
に
命
じ
た
。
衣
評
は
薩
摩
半
島
の
頴
娃
地
方
、
肝
衝
は
大
隅
半
島
の
肝
属
地
方
で
あ
ろ
う
。
七

O
二
年
薩
摩
・
多
織
は

『
隔
ν
化
逆
v
A叩
』
、
叛
乱
し
て
征
討
さ
れ
た
が
、
唱
更
国
司
の
言
上
に
よ
っ
て
要
害
の
地
に
柵
を
建
て
て
守
備
さ
せ
た
。
「
唱
更
」
な
る
国

名
は
他
に
用
語
例
に
な
く
、
薩
摩
と
さ
れ
て
い
る
が
薩
摩
国
の
設
置
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
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七
O
九
年
(
和
銅
二
年
)
に
薩
摩
隼
人
郡
司
以
下
百
八
十
八
名
が
入
朝
し
、
七
一

O
年
に
日
向
の
隼
人
曲
目
名
綱
麻
呂
が
荒
俗
を
教
験
し

聖
化
に
馴
服
さ
せ
た
と
の
理
由
で
外
従
五
位
下
を
授
け
ら
れ
、
逐
次
大
幅
・
薩
摩
半
島
を
服
属
さ
せ
て
七
三
一
一
年
(
和
銅
六
年
)
に
日
向
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表
4 

壱|隠 f恵 対 士す 種 屋 淡 奄 佐

岐
岐
之 馬 ，馬 子 久

美

島 大 名
島 後 島 上 下 島 島 路 島 渡

" 〆国【、 /戸、、 〆国【、
国 国¥J  

四 四 五 五 七 J¥ 積面

四 四 O 九 O 五
七 五 ノム¥ 九 七 (凶2)

国
肝
垣
・
噌
於
・
大
隅
・
姶
権
四
郡
を
も
っ
て
大
隅
国
と
し
た
。

南
嶋
の
多
触
は
「
国
」
、
ま
た
は
固
に
准
ず
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。

七
二
二
年
(
養
老
六
年
四
月
十
六
日
)
に
大
隅
・
薩
摩
・
多
撤
・
壱
岐
・
対
馬
等
の
司
に
闘
員
が

あ
れ
ば
大
宰
府
の
官
人
を
権
に
補
任
さ
せ
た
。
七
四
二
年
(
天
平
十
四
年
八
月
二
十
九
日
)
に
大
隅

・
薩
摩
・
壱
岐
・
対
馬
・
多
撤
等
国
の
官
人
と
あ
る
。
七
四
五
年
(
天
平
十
七
年
十
月
五
日
)
諸
国

の
出
挙
正
税
を
論
定
し
た
時
に
多
禍
・
対
馬
の
両
嶋
は
除
く
と
あ
る
。
七
六
五
年
(
天
平
神
護
元
年

二
月
四
日
)
和
泉
・
山
背
・
石
見
・
美
作
・
紀
伊
・
讃
岐
・
淡
路
・
壱
岐
・
多
糊
等
の
国
飢
ゆ
と
あ

る
。
七
七
一
年
(
宝
亀
二
年
十
二
月
二
十
二
日
)
日
向
・
大
隅
・
薩
摩
・
壱
岐
・
多
撒
等
の
博
士
、

医
師
と
あ
る
。
八
二
四
年
(
天
長
元
年
)

に
大
宰
府
は
多
撤
島
か
ら
の
賞
調
は
年
に
鹿
皮
百
余
頭
の

み
で
、
名
が
あ
っ
て
実
が
な
く
、

そ
の
課
及
は
一
郷
に
も
足
り
な
い
と
奏
上
し
(
類
衆
三
代
格
)
、
以

後
多
撤
を
郡
と
し
て
大
隅
固
に
所
属
さ
せ
た
。

文
献
1

辻
村
太
郎
氏
「
日
本
地
形
誌
」
(
昭
和
四
年
古
今
書
院
刊
)

畿
内
・
七
道
制
制
定
の
時
期
を
、
六
四
六
年
(
大
化
二
年
)
、
と
す
る
か
、
六
八
五
年
(
天
武
紀
・

十
四
年
)
と
す
る
か
は
問
題
で
あ
る
。
前
者
は
「
改
新
詔
」
に
畿
内
の
地
域
を
定
め
て
い
る
の
で
、

乙
れ
に
伴
っ
て
「
道
」
制
も
制
定
さ
れ
た
ろ
う
と
推
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
文
献
的
に
は
立
証
で
き



な
い
。
後
者
は
天
武
紀
十
四
年
九
月
条
に
、
東
海
・
東
山
・
山
陽
・
山
陰
・
南
海
・
筑
紫
六
道
の
名
称
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
基
い

て
い
る
。
北
陸
道
の
名
称
の
初
見
は
七

O
三
年
(
大
宝
三
年
正
月
二
十
四
日
・
続
紀
)
で
あ
る
。

本
州
島
(
二
二
七
、
四
一
回
附
)
は
畿
内
・
東
海
・
東
山
・
北
陸
・
山
陰
・
山
陽
・
南
海
(
紀
伊
国
一
国
)
と
し
、
九
州
島
(
三
六
、

五
五
四
凶
)
は
西
海
道
、
四
国
島
(
一
八
、
二
五
六
附
)
は
南
海
道
と
し
た
。
中
国
山
脈
に
よ
っ
て
陰
・
陽
二
道
が
分
け
ら
れ
て
い
る
の

に
対
し
て
、
奥
羽
山
脈
に
よ
っ
て
道
は
二
つ
に
分
け
ら
れ
ず
東
山
道
で
あ
っ
た
。
行
政
地
域
と
し
て
の
東
山
道
の
北
限
は
九
世
紀
に
お
い

て
盛
岡
・
秋
田
付
近
で
あ
っ
た
。

北
上
川
流
域
に
鎮
守
府
・
胆
沢
城
が
構
築
さ
れ
た
の
は
八

O
二
年
(
延
暦
二
十
一
年
)
で
八
一
一
二
年
(
弘
仁
四
年
)
に
徳
丹
城
が
、

そ

の
頃
中
路
東
山
道
の
終
着
駅
と
し
て
盤
基
駅
(
岩
手
県
和
賀
郡
釣
子
村
大
字
新
平
に
比
定
さ
れ
て
い
る
)
が
設
置
さ
れ
た
。
日
本
海
側
で

は
七
三
三
年
(
天
平
五
年
)
秋
田
平
野
に
出
羽
柵
が
遷
置
さ
れ
た
が
、
秋
田
城
の
名
称
は
七
八

O
年
宝
亀
十
一
年
以
後
に
み
ら
れ
る
。
七

丹後・安房二国設置について

五
九
年
(
天
平
宝
字
三
年
)
に
新
圧
盆
地
か
ら
横
手
盆
地
が
結
ば
れ
、
横
手
盆
地
北
部
に
雄
勝
城
が
構
築
さ
れ
た
。

国
の
制
定
に
関
す
る
記
載
は
「
成
務
紀
」
に
あ
る
が
書
紀
編
纂
過
程
に
お
い
て
記
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
六
八
三
年
(
天
武
紀
十

二
年
)
か
ら
約
二
年
間
に
わ
た
り
、
伊
勢
王
・
羽
田
公
・
多
臣
・
中
臣
連
等
を
長
と
し
、
判
官
・
録
史
・
工
匠
を
従
と
し
て
諸
国
の
境
界

を
劃
定
さ
せ
た
。
翌
年
、
畿
内
に
都
の
立
地
を
選
定
す
る
時
に
は
陰
陽
師
が
加
っ
て
い
る
。
陰
陽
寮
に
は
陰
陽
師
が
所
属
し
「
占
産
相

地
」
を
そ
の
職
掌
と
し
た
。
諸
国
の
境
界
劃
定
に
際
し
で
も
、
な
に
ら
か
の
陰
陽
思
想
の
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
八
世
紀
初
期

に
設
置
さ
れ
、
そ
の
年
代
が
「
続
紀
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
国
以
外
は
、
六
八
三
年
頃
に
は
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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改
新
詔
が
果
し
て
改
新
時
の
原
詔
で
あ
る
の
か
、
ま
た
は
「
書
紀
」
編
纂
過
程
に
お
い
て
加
え
ら
れ
た
も
の
か
の
決
定
は
で
き
な
い

が
、
畿
内
の
四
至
は
東
・
南
・
西
・
北
の
順
序
で
あ
げ
て
い
る
の
は
百
済
の
五
方
の
制
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
百
済
の
五
万
は
陰
陽
五
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行
思
想
で
あ
り
、
「
洪
範
五
行
伝
」
、
「
准
南
子
時
則
訓
」
に
は
中
央
を
中
心
と
し
て
東
・
南
・
西
・
北
の
順
序
で
方
位
を
示
し
(
文
献

1
1

「
漢
書
」
郊
担
志
、
天
文
志
も
亦
東
・
南
・
西
・
北
の
順
序
で
あ
る
。
「
周
書
」
・
百
済
伝
、
「
北
史
」
・
百
済
伝
に
五
方
を
中
央
・
東
方
・

南
方
・
西
方
・
北
方
と
し
て
い
る
。
百
済
は
園
都
を
五
郡
に
分
け
、
地
方
を
五
方
と
し
上
部
・
前
部
・
中
部
・
下
窃
・
後
部
と
し
た
。
こ

れ
に
対
し
高
句
麗
は
五
郡
を
内
部
・
北
部
・
東
部
・
南
部
・
西
部
と
し
、
百
済
と
方
位
の
順
序
が
臭
っ
て
い
る
(
文
献

2
1
日
本
の
令

制
国
の
国
の
名
称
が
前
・
中
・
後
、
ま
た
は
上
・
下
に
わ
け
た
の
は
五
方
制
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
問
題
と
す
る
の
は
、
畿
内
・
七
道
と
い
う
八
地
域
に
国
土
を
分
け
た
根
拠
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
で
あ
る
。
六
道
の
名
称
は
六
八
五

年
に
初
見
し
、

「
七
道
」
な
る
語
句
は
七

O
一
年
(
大
宝
元
年
六
月
八
日
条
)
が
初
見
で
あ
る
が
、

畿
内
も
亦
一
つ
の
道
で
あ
っ
た
こ
と

は
七
四
四
年
(
天
平
十
六
年
九
月
二
十
二
日
条
)

に
『
八
道
巡
察
使
』
、

七
五
八
年
(
天
平
宝
字
二
年
一
月
五
日
条
)
に
『
使
ヲ
八
道

別
ケ
』
と
あ
る
乙
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
国
土
を
八
地
域
に
わ
け
た
の
は
地
形
に
も
関
係
す
る
だ
ろ
う
が
、

そ
の
根
拠
は
五
行
思
想
で

あ
っ
た
。

「
管
子
」
五
行
に

天
道
以
九
制
、
地
理
以
八
制
、
人
道
以
六
制

と
あ
る
。
「
管
子
」
は
春
秋
・
斉
の
管
仲
の
著
と
さ
れ
、
現
存
す
る
も
の
は
二
十
四
巻
八
十
六
篇
で
あ
る
が
、

そ
の
思
想
は
戦
国
後
期
の

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
「
易
経
」
に
は
天
の
果
つ
る
所
を
九
技
、
地
の
果
つ
る
所
を
八
核
と
し
て
い
る
。
管
子
の
土
地
に
対
す
る
八
の
観

念
は
「
准
南
子
」
に
も
あ
る
。

土
地
に
対
す
る
八
の
観
念
は
「
寓
葉
集
」
に
天
皇
の
枕
詞
と
し
て
「
八
隅
知
之
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
以
外
次
の
も
の
が
あ
る
。

在
於
日
本
照
臨
八
方
聖
明
皇
帝
(
続
紀
・
天
平
宝
字
三
年
一
月
)
日
月
星
辰
八
方
諸
神
(
東
文
忌
寸
献
横
万
時
兇
)



四
方
四
角
よ
り
疎
び
来
む
天
つ
ま
が
つ
ひ
と
い
神
(
御
門
祭
祝
詞
〉

ま
た
畿
内
・
七
道
(
八
道
制
)
の
制
定
に
関
係
の
あ
る
天
武
天
皇
は
六
八
三
年
(
天
武
十
二
年
一
月
十
八
日
)
に
詔
し
て
「
明
神
御
大

八
洲
倭
根
子
天
皇
」
と
称
し
て
い
る
。
六
八
六
年
(
朱
烏
元
年
九
月
九
日
)
に
天
皇
は
没
し
た
が
、
檎
隈
大
内
陵
(
天
武
・
持
統
合
葬
陵

・
奈
良
豚
高
市
郡
明
日
香
村
大
字
野
口
)
が
従
来
の
古
墳
と
異
っ
て
八
角
方
墳
で
あ
る
(
文
献
3
)
。

文
献
1

文
献
2

文
献
3

小
林
信
明
氏
「
中
国
上
代
陰
陽
五
行
思
想
の
研
究
」
(
昭
和
二
十
六
年
講
談
社
刊
)

池
内
宏
氏
「
高
句
麗
の
五
族
及
び
五
郡
」
(
昭
和
二
十
六
年
・
祖
国
社
刊
「
満
鮮
史
研
究
」
所
収
)

網
干
善
教
氏
「
八
角
方
墳
と
そ
の
意
義
」
、
秋
山
日
出
雄
氏
「
桧
隈
大
内
陵
の
石
室
構
造
」
(
橿
原
考
古
学
研
究
所
論
集
・
第
五
所
収
・
(
昭

和
五
十
四
年
吉
川
弘
文
館
刊
〉

丹
後
国
置
設
と
同
年
に
美
作
国
が
設
置
さ
れ
た
乙
と
に
よ
っ
て
山
陰
山
陽
道
と
も
に
八
固
と
な
っ
た
。
ま
た
東
山
道
も
初
期
は
八
園
、

七
一
二
年
|
七
七
一
年
の
聞
は
十
一
国
、
七
七
二
年
以
後
は
八
固
と
な
っ
て
い
る
。

丹後・安房二国設置について

七
一
一
年
以
前

近
江
・
美
濃
・
飛
騨
・
信
濃
・
上
野
・
武
蔵
・
下
野
・
陸
奥

七
一
二
年
1

七
七
一
年

近
江
・
美
濃
・
飛
騨
・
信
濃
・
諏
方
・
上
野
・
武
蔵
・
上
野
・
石
背
・
陸
奥
・
出
羽

七
七
二
年
以
降

近
江
・
美
濃
・
飛
騨
・
信
濃
・
上
野
・
下
野
・
陸
奥
・
出
羽

大
隅
国
設
置
以
前
は
西
海
道
も
八
国
で
あ
っ
た
。
半
島
に
丹
後
国
を
、
盆
地
に
美
作
国
を
設
置
し
た
の
は
土
地
に
対
す
る
八
の
観
念
に

ょ
っ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
安
房
国
設
置
に
よ
っ
て
関
東
地
方
は
八
国
と
な
っ
た
。
「
日
本
書
紀
」
大
化
二
年
一
二
月
二
日
条
に
『
東

方
八
道
』
と
あ
り
、
道
に
国
の
意
味
が
あ
る
乙
と
は
「
続
紀
」
宝
亀
八
年
八
月
十
九
日
条
の
大
伴
宿
祢
古
慈
悲
の
伝
に
『
飛
鳥
朝
常
道
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頭
』
と
あ
り
、
常
道
は
常
陸
国
と
さ
れ
て
い
る
。
蝦
夷
地
に
対
す
る
兵
姑
基
地
と
し
て
坂
東
八
国
な
る
地
域
を
設
定
し
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
七
二
四
年
(
神
亀
元
年
四
月
十
四
条
・
続
紀
)
に
初
め
て
『
坂
東
九
国
軍
三
万
人
』
と
あ
る
。
国
史
大
系
本
は
九
は
八
の
誤
り
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と
し
て
い
る
が
、
「
魚
魯
愚
別
録
」
の
「
次
任
内
舎
人
外
国
」
の
項
に
は
信
濃
国
を
加
え
て
坂
東
九
固
と
し
て
い
る
。
「
魚
魯
愚
別
録
」
は

「
北
山
抄
」
・
「
西
宮
記
」
・
「
中
山
抄
」
か
ら
除
国
の
儀
式
を
抄
出
類
別
し
た
も
の
で
正
平
年
聞
に
洞
院
公
賢
が
編
し
た
も
の
で
あ
る
。
坂

東
十
国
な
る
語
句
が
「
続
日
本
後
紀
」

-
嘉
禅
元
年
(
八
四
四
年
)
十
一
月
条
に
下
野
国
薬
師
寺
を
記
し
、
『
坂
東
十
国
得
度
者
戚
率
之

於
地
』
と
あ
り
、
ま
た
「
類
来
三
代
格
」
巻
三
所
収
の
同
年
太
政
官
符
に
も
坂
東
十
国
と
あ
る
が
、

そ
の
国
名
は
不
明
で
あ
る
。
坂
東
八

国
の
用
語
は
七
五
九
年
(
天
平
宝
字
三
年
九
月
二
十
七
日
、
十
一
月
九
日
条
)
、
七
六
九
年
(
神
護
景
雲
三
年
二
月
十
七
日
条
)
、
七
七
四

年
(
宝
亀
五
年
八
月
二
日
条
)
、
七
八
三
年
(
延
暦
二
年
四
月
十
五
日
、

六
月
六
日
条
)
に
あ
る
。
な
お
、

坂
東
と
は
「
公
式
令
集
解
」

に
『
駿
河
興
相
模
界
坂
也
、
轄
云
、
須
流
河
血
〈
桑
花
界
也
』
と
あ
り
、
桑
花
は
酒
匂
川
流
域
の
曽
我
付
近
で
あ
ろ
う
。




